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 N-BLOOD、創刊100 号
日産 /NISMOを応援してくださる皆様と歩みを進め、25 年─
頂点を極め共に笑い、惜敗の悔しさに涙し
多くの人生と交わり、寄り添った四半世紀
参戦するカテゴリーは時代とともに変われども
その根底に流れる熱き血統は、変わることなく続いていく

皆さまとともに歩み、N-BLOODは創刊100号を迎えることができました。

これからもよろしくお願いいたします。

これまでも、これからも
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N-BLOOD 創刊100号記念インタビュー

これからのN-BLOODにも、ぜひご期待ください

様 な々情報をお届けし、ファンとNISMOのコミュニケーションツールとなっているN-BLOOD
自らもモータースポーツファンである片桐隆夫社長に
これまでの歴史を振り返ってもらい、今後の展望についても語ってもらった

日産モータースポーツ＆
カスタマイズ株式会社
代表取締役社長兼最高経営責任者

CLUB LE MANS GT-R 設立

NISMO FESTIVAL
第1回開催（富士）

JGTCチャンピオン
（本山哲＆ミハエル・クルム）

NISMO FESTIVAL
第6回開催

NISMO FESTIVAL
第4回開催

長谷見昌弘Dr.引退

星野一義Dr.引退

CLUB LE MANS
with NISMOへ名称変更

NISMO GT-R LM
からR390 GT1へ

車両を変更

N-BLOOD 創刊

NISMO GT-R LMで
ル・マン24時間レース参戦

JGTCチャンピオン
（エリック・コマス＆影山正美）

JGTCチャンピオン
（エリック・コマス）

R390 GT1
ル・マン24時間レースで

総合3位

R391参戦

QuatreSix創刊

1995 1997 1998 1999 2000 2002 2003『100』の次は『200』
JGTCチャンピオン

（影山正彦）

時代を超えて幅広い世代に
支えていただいている

N-BLOOD 編集部（以下 NB）：100 号に到達

した N-BLOOD と、Club NISMO 会員、日産／

NISMO ファンの皆様との関わりを振り返って、

どのようなお気持ちでしょうか？

片桐隆夫社長（以下片桐社長）：1998 年の創刊

から、100 号まで実に 25 年をかけて歩んでき

ました。長期にわたり、一貫してファンの皆様に

支えていただき、コミュニケーションツールとし

てお届けし続けることができたという点は、本当

にありがたく、素晴らしいことだと思っています。

読んでくださる方々がいなければ続きませんから

ね。Club NISMO 会員の皆様、日産/NISMO ファ

ンの方々あってのことです。

　この 100 号を通過点として、もちろん今後も

N-BLOOD の制作を続けていきたいと思っていま

す。発足当時は CLUB LE MANS、現在は Club 

NISMO へと名前が変わりましたが、会員の方々

は本当に熱心に応援してくださっています。25

年の間には、参戦するカテゴリーも、私たちの社

屋も、会社名も変わりましたが、根底に流れる想
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CLUB LE MANS with NISMO
からClub NISMOへ名称変更

CLUB LE MANS
設立から20年

CLUB LE MANS設立から10年

NISMO FESTIVAL
第23回開催

NISMO本社移転

NISMO会社見学ツアー
開催スタート

Nissan Z GT500
デビューイヤーチャンピオン

（平峰一貴＆ベルトラン・バゲット）

第1回愛車撮影会実施

N-BLOOD 100号

ル・マン24時間応援ツアー実施日産初の世界タイトルを獲得
（NISSAN GT-R GT1）

SUPER GTチャンピオン
（本山哲＆ブノワ・トレルイエ）

N-BLOOD 50号

N-BLOOD 75号

N-BLOOD 23号
NISSAN GT-R 
NISMO GT500

ラストイヤー

JGTCチャンピオン
（本山哲＆リチャード・ライアン） SUPER GT 2年連続チャンピオン

（柳田真孝＆ロニー・クインタレッリ） 

SUPER GT 2年連続チャンピオン
（松田次生＆ロニー・クインタレッリ）

スポーツ責任者がボランティアとして数名を集め

たわけです。

　実際にサーキットに行き、NISMO 初代社長の

難波靖治さん、星野一義さんや近藤真彦さんとも

お話をさせていただきました。これが私にとっ

て、モータースポーツチームの内側を見た、初め

ての経験でした。その時に、発足して間もない

CLUB LE MANS のメンバーの方々がサーキッ

トに来ていたのです。ですから、95 年のル・マ

ン 24 時間レースは、私にとってもある意味で“原

点”と言っていい年だと思います。

NB：そのボランティアには自ら手を挙げられた

のでしょうか？

片桐社長：もともと私がモータースポーツ好きで

あることを周囲のみんなが知っていたので、同僚

から教えてもらい、手を挙げました。現地では 3

〜 4 日ほど、ほとんど寝ずに働いていたのを覚

えています。もっとも、通訳や雑用など、チーム

を支えると言えるほどのものではなかったかもし

れませんが（笑）。

NB：ファンとのかかわりについて印象的なエピ

ソードはありますか？

片桐社長：思い出されることは色々とありますが、

97 年のル・マン 24 時間に日産応援団の皆さん

が来た時に、記念にということで、欧州日産の従

業員で作っていたお揃いのブルゾンをプレゼント

しました。渡したのは私の上司ですが、それに帯

同し、応援団の皆さんにとても喜んでいただいた

ことを良く覚えています。

　2016年にNISMOの社長となってからも、ファ

ンの皆様とは NISMO FESTIVAL やサーキット

など、色々な場面でご一緒させていただいていま

す。先ほど申し上げたとおり、好調な時はもちろ

ん、本当に厳しい結果だったとしても『次があり

ますから頑張ってください』と、声をかけていた

だいたことが何度もありました。その言葉に励ま

され、もっと頑張らなければいけないなと気持ち

を新たにすることができます。特に日産/NISMO

を応援してくださるファンは特に熱い方が多いの

で、ありがたいですね。

いは変わっていません。会員の方々は、NISMO

が好調な時はもちろん、悪い時にも常に叱咤激励

してくれますので、文字どおり同志のような存在

だと思っています。

　モータースポーツは競争が激しく、必死に取り

組まないと良い成績を残すことはできません。大

変なことも多いのですが、応援してくださる方々

がいることは非常に心強く、我々のモチベーショ

ンにつながります。

　会員のなかには私と同じくらいの年齢の方もい

れば、最近入会してくださった若い方も大勢いま

す。さらに親子二代でご入会されている方もいて、

時代を超えて幅広い世代に支えていただいている

と実感します。

NB：Club NISMO の 前 身 で あ る CLUB LE 

MANS が発足した 95 年から数えると、組織と

しては 30 年近く続いていることになりますね。

片桐社長：実は個人的にも、95 年のル・マン

24 時間レースには思い入れがあるのです。当時、

私はオランダの欧州日産でマーケティングの仕事

を担当していたのですが、この時に通訳などのお

手伝いをしました。NISMO がル・マン 24 時間

レースに出場するので、現地でチームを支えるサ

ポート体制が必要だろうと、欧州日産のモーター
これまでの25年と
これからの25年

NB：ファンとのコミュニケーションという観点

では、NISMO FESTIVAL も重要なイベントだ

と思います。今年は 12 月 3 日の開催が発表され

ましたね。

片桐社長：毎年、このイベントを楽しみにしてく

ださっている Club NISMO 会員の方々も多く、

続けていくことに意義があると考えています。開

催する我々としても“次はもっと喜んでいただき

たい”、“何か新しい工夫はできないだろうか”と、

常に企画を考えています。

　NISMO FESTIVAL には、NISMO の社長に就

任する以前から何度も足を運んでいますが、特徴

はとにかく“盛りだくさん”ということですね。

レースカーも、新しいものから懐かしいものまで

揃っていますし、ほとんどの車両がレーシングス

ピードで走ることができる状態です。

　初めて見た時には『展示だけではなく、走ると

ころを見られるのか』と、感動しました。準備に

は時間も手間もかかりますし、これを続けていく

のは大変ではありますが、Club NISMO 会員の

方々に喜んでほしいという思いで開催していま

す。もちろん、これからも続けていきますし、今

年の NISMO FESTIVAL もぜひ楽しみにしてい

ただきたいですね。

NB：N-BLOOD の将来に向けた展望をお聞かせ

いただけますか。

片桐社長：日産/NISMO が続く限り、半永久的

に続けていきます。『100』の次は『200』。また

25 年後ですね（笑）。これまでの 25 年間と同じ

ように、モータースポーツのカテゴリーも時代に

合わせて変化していくと思いますが、次の世代の

方々が日産/NISMO のモータースポーツを支え

てくださっているはずです。

　そのためには、時流に合わせて変化や進化をし

ていくもの、そして伝統、この両方を大切にして

いくことが必要かなと思います。

“変化と進化”について、直近で言えば完全な

EVで行われるフォーミュラEは、モータースポー

ツの中でも比較的新しいカテゴリーです。日産

/NISMO としては挑戦するだけではなく、世界

チャンピオンを獲らなければなりません。実際は

まだ挑戦中というところではありますが、一日で

も早くチャンピオンを獲れるようになりたいです

ファンの方々は常に叱咤激励してくれます
その言葉に励まされますし
もっと頑張らなければという気持ちになります

お揃いのブルゾンを日産応援団にプレゼントした97年ル・マン。R390 GT1は完走1台にとどまったが、翌年に向けた重要なデータを得た。

し、日本での開催が予定されている 24 年には良

い成績を出さなければと思っています。

　また、22 年 4 月には日産モータースポーツ

＆カスタマイズ（NMC）として、NISMO と

AUTECH がひとつの会社になりました。それぞ

れに長い歴史と高い技術力を持っていますので、

NMC ではこの両ブランドを結びつけて、相乗効

果を発揮することを目指しています。

　モータースポーツ活動で得たものを活かした

NISMO ロードカーや NISMO スポーツパーツな

ど、NISMO ブランドをより身近に体感していた

だけるようにして、お客様の期待に応えられるよ

うにしたいと思っています。

　これからも NISMO ブランド、AUTECH ブラ

ンドで色々なクルマの楽しみ方をファンの皆様に

お届けしたいと考えています。今後の展開にも、

ぜひご期待ください。
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